
に
は
、
前
記
の
う
ち
森
川
平
次
が
抜
精
し
た
も
の
が
一
オ
ン
ジ
ユ
ヒ
ロ
タ
混
濁
締
録
大
串
寺
滞
の
末
一
般
臣
家
の
説
話
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
回
一

あ
り
、
こ
れ
は
地
政
雄
鮎
十
四
加
、
拾
治
湘
政
線
帖
一
期
に
於
け
る
市
井
俊
創
の
手
記
で
あ
る
。
初
め
は
御
一
家
の
事
件
も
少
く
な
い
。
事
保
頃
の
務
。
一

一
一
高
と
な
っ
て
ゐ
る
。
一
涙
秘
録
と
言
う
た
も
の
ら
し
い
。
本
科
の
前
宇
は
大
一
オ
ン
チ
ン
ジ
ユ
ギ
ン
御
錦
守
銀
天
保
三
年
十
一

オ
ン
ヨ
シ
ユ
ウ
ロ
ク
混
故
集
録
五
十
五
加
。
一
明
寺
務
主
八
代
前
川
利
考
の
こ
と
を
、
後
半
は
九
代
一
一
一
周
の
令
に
御
銀
守
銀
年
賦
償
還
の
件
に
闘
す
る
も
一

森
山
平
次
科
Q

前
川
綱
紀
の
箆
文
・
延
従
・
夫
和
・
点
一
前
川
利
之
の
こ
と
を
詩
い
て
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
底
一
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
皐
校
に
附
麗
し
て
腐
た
銀
守
天
一
カ
ア
ヒ
カ
ロ
ウ
纂
曾
霞
副
金
禅
の
俳
人
。
年

苧
ニ
河
機
・
伐
永
・
正
徳
・
手
保
巾
、
議
事
に
就
い
て
古
一
別
を
明
ら
か
に
し
て
な
い
か
ら
、
年
代
で
判
断
し
な
一
満
宮
維
持
の
鋸
に
蓄
積
せ
ら
れ
て
開
た
資
銀
で
あ
ら
一
風
に
・
mm叩
び
、
締
丸
合
流
代
を
抑
制
し
た
。
逝
掛
榊
今
行
動

老
の
縛
一
蹴

-r下
問
し
た
時
、
答
巾
し
た
世
間
}
却
を
類
袋
一
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
又
そ
の
巾
に
復
資
自
身
の
こ
と
も
一
ぅ
。
此
の
銀
守
を
俗
に
製
品
品
と
も
い
う
た
が
、
御
銀
一
嬰
窃
・
三
一
郎
、
明
治
の
後
泌
曾
一
間
六
と
改
め
た
。

し

た

も

の

で

あ

る

。

一

符

い

て

あ

る

。

一

守

一

鋭

は

迫

撃

銀

と

い

ふ

も

の

と

別

で

あ

る

。

一

カ

イ

ア

ン

栂

庵

金

部

に

於

け

る

緑

風

俳

人

の

オ
ン
コ
シ
ョ
ウ
サ
ン
温
故
器
製
越
管
制
…
一
一
州
↑
オ
ン
セ
ン
ジ
温
泉
寺

4
ヤ
ク
オ
ウ
イ
y

欝
一
オ
ン
ツ
ウ
ジ
恩
渇
寺
羽
咋
郡
北
川
尻
に
在
つ
一
路
蹴
o
m附
誕
の
門
人
mm
来
先
づ
之
を
穂
へ
、
持
札
、

志

の

分

駐

に

よ

っ

て

見

る

と

、

白

川

対

川

の

古

文

部

-

一

十

…

院

。

一

て

、

民

宗

東

涯

に

回

す

る

。

一

馬

来

門

の

李

下

、

同

務

室

、

椀

室

門

の

大

治

、

悶

大

蒐
集
に
淵
政
説
明
戦
及
び
披
古
北
徴
録
が
あ
る
ο
櫛
放
一
オ
ン
ゼ
ン
ジ
思
善
寺
河
北
浦
袋
に
在
っ
て
、
一
オ
ン
ポ
ウ
隠
坊
隠
坊
は
藤
内
に
し
て
死
人
を
一
夢
、
滋
雄
、
良
波
、
大
お
が
鱗
府
し
た
o

諮
簸
は
今
犯
し
な
い
か
ら
、
如
何
な
る
内
容
の
も
の
一
回
以
宗
来
振
に
凶
す
3
0
も
と
岡
部
二
俣
の
本
泉
寺
境
一
取
扱
ふ
も
の
ふ
稽
で
あ
る
。
故
に
隠
坊
は
藤
内
で
あ
一
カ
イ
イ
ン
海
印

4
プ
ツ
ザ
y
カ
イ
イ
y

俄

で
あ
っ
た
か
を
知
む
得
ぬ
が
、
後
に
森
川
平
次
が
扱
一
内
に
在
っ
た
が
、
明
治
十
一
年
三
月
今
の
所
に
移
つ
一
る
が
、
限
内
が
悉
く
隠
初
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
一
山
海
印
。

古

北

徴

録

の

前

川

家

文

部

中

か

ら

削

た

も

の

で

あ

る

一

た

。

一

し

か

し

金

揮

で

は

、

醸

内

も

又

は

藤

内

で

は

な

い

積

一

カ

イ

Z
キ

改

易

4
チ
ギ
ヨ
ウ
メ
ジ
ハ
ナ
サ
レ

こ
と
を
指
摘
し
た
る
に
よ
っ
て
類
鱗
す
れ
ば
、
地
故
一
オ
ン
チ
シ
ャ
沼
知
舎
大
刑
事
寺
滞
に
於
い
て
明
一
多
も
、
す
べ
て
隠
坊
と
呼
ぶ
風
が
あ
っ
た
。
一
知
行
彼
沼
政
。

滞
緩
も
之
と
悦
慨
を
同
じ
く
し
、
筑
間
が
越
殺
到
三
一
治
二
年
一
一
一
月
に
建
て
た

mm校
に
泊
知
舎
・
建
材
合
・
静
一
オ
ン
ポ
ウ
ザ
カ
隠
坊
援
金
締
高
道
町
か
ら
大
一
カ
イ
オ
タ
ジ
ユ
ゲ
ン
海
底
諒
言
・
一
加
。
明
治

州
志
一
湖
町
輔
に
際
し
、
邸
宅
守
に
貸
せ
ん
が
伐

mm到
し
一
談
合
が
あ
。
、
搬
知
舎
・
建
一
材
舎
は
従
来
の
限
一
授
で
一
衆
兎
ヘ
行
〈
小
路
で
、
僅
か
な
坂
道
で
あ
る
。
昔
此
一
十
九
年
奈
川
際
凶
紘
一
止
が
謹
一
腕
の
齢
を
迎
へ
た
の

て
司
使
宜
上
こ
の
附
樹
祭
を
加
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
一
あ
る
時
脅
館
内
に
泣
き
、
隣
家
舎
は
そ
の
隣
地
野
口
一
の
地
に
二
戸
の
藤
内
が
廓
た
が
、
家
建
の
多
〈
な
る
一
で
、
知
友
門
人
が
得
せ
た
到
判
例
を
集
め
た
も
の
。

思
は
れ
る
。
一
物
集
女
の
都
邸
に
設
け
ら
れ
た
。
祖
知
舎
は
溜
生
一
と
共
に
他
に
斡
じ
た
。
し
か
し
今
に
来
る
ま
で
隠
坊
一
カ
イ
カ
ン
ジ
改
観
寺
鹿
島
都
小
島
に
在
っ
て
、

オ
ン
コ
ソ
タ
チ
ョ
ウ
温
故
足
徴
三
加
。
白
山
一
に
、
建
材
舎
は
寄
宿
生
に
模
原
・
を
授
け
る
所
で
、
敬
一
援
の
地
名
の
み
は
残
っ
て
ゐ
る

0

4
オ
y
ポ
ウ
一
回
拠
出
訳
束
波
に
臨
す
る
。

景
胤
者
。
加
越
能
の
枇
寺
及
び
滞
士
等
の
家
に
偲
来
一
科
用
訴
は
春
秋
友
民
偲
・
議
求
・
小
県
・
二
十
一
史
等
一
隠
坊
o

一
カ
イ
ギ
シ
ヨ
曾
議
所
明
治
元
年
九
用
加
賀
滞

す
る
部
翰
・
感
伏
等
を
集
め
た
も
の
で
、
天
正
以
降
一
で
あ
b
、
関
口
議
舎
は
幼
諸
に
索
前
・
習
字
を
敬
へ
る
一
オ
ン
ボ
ウ
マ
チ
隈
坊
町

J
ア
サ
ノ
オ
y
ポ
ウ
一
で
は
、
興
・
諭
を
剛
き
下
怖
を
泊
ぜ
し
め
ん
が
鑓
に
命
日

の

文

科

結

集

で

あ

る

。

一

所

で

、

学

総

・

四

科

・

五

絡

を

用

部

と

し

た

o
是

等

は

一

マ

チ

浅

野

隠

坊

町

。

一

線

一

加

を

聞

き

、

上

斡

建

習

を

容

れ

る

こ

と

に

し

た

。

オ
ン
ジ
カ
ツ
チ
カ
雪
地
克
比
迎
椋
正
次
郎
・
↑
枠
内
?
の
薗
一
止
飢
と
共
に
、
総
縛
し
て
大
製
品
す
滞
感
校
一
オ
ン
ポ
ウ
マ
ン
ザ
イ
隠
坊
寓
議

4
マ
Y
ザ
イ
一
三
純
一
闘
が
中
一
任
し
、
窓
恨
の
附
に
於
い
て
曾
践
を
開

請
左
衛
門
。
天
明
一
一
一
年
義
父
久
共
街
安
干
の
也
知

η
一

と

い

は

れ

、

隣

滞

に

京

っ

て

止

ん

だ

が

、

将

談

合

の

一

一

品

歳

。

一

い

た

の

で

あ

る

。

入
十
行
を
dmA
け
、
六
年
大
小
将
に
列
し
、
前
凶
掛
川
敬
一
如
き
は
そ
の
後
も
ま
だ
か
円
が
見
え
る
o
し
か
し
こ
れ
一
オ
ン
リ
ヨ
ウ
イ
ン
温
良
院
加
賀
務
中
一
第
十
四
一
カ
イ
ケ
イ
ヤ
ワ
懐
惑
夜
話
二
加
。
苧
保
四
年

の
御
抱
守
か
ら
提
出
御
側
純
一
聞
に

.ho、
交
政
元
年
一
は
組
織
が
鰭
じ
た
の
で
あ
ら
う
。
一
代
前
回
優
寧
の
女
で
、
榊
原
政
敏
の
室
で
あ
っ
た
謹
一
陶
器
m
症
の
者
。
前
回
利
長
・
利
常
・
光
商
・
綱
紀
の

一

一

0

7

'

・

八
月

η一
の
を
加
へ
、
六
年
七
月
致
仕
し
て
限
水
と
鶴
一
オ
ン
チ
セ
イ
ヨ
ウ
沼
知
政
要
二
加
。
意
成
問
一
統
の
法
観
・

H
の
故
事
溜
停
を
載
せ
、
持
論
を
加
へ
た
も
の
で
あ

し

た

。

一

部

と

持

れ

に

冠

し

て

あ

る

。

亭

保

四

年

か

ら

見

聞

し

一

オ

ン

日

ヨ

ウ

ソ

ウ

コ

ウ

混

真

宗

奥

野

洞

宗

の

る

。

滞

外

の

事

蹴

も

多

く

記

さ
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